
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4－9 盛土の沈下量推定結果(連動ケース) 

3 箇所 
2 箇所
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 ③リスクが大きいとされた箇所の詳細な検討 

 連動ケースにおいて盛土の沈下量が1mを上回ると判定され、沈下のリスクがかなり大き

いと考えられる箇所は、図4－9に示すように国道4号線一関～平泉付近の３地点と国道45
号線陸前高田付近の２地点の計５地点であった。 

 以下では、それぞれの盛土箇所について、周辺の地形図や防災点検結果をもとに危険度

を個別に確認した。 

1) 国道４号線一関～平泉付近の3地点 

 表4－13に3地点の沈下量推定結果と道路防災点検のデータの一部を一覧表として示し

た。 

 この表から、3地点は換算水平震度が0.4であるがいずれも評価点数13～15点と高いため

に推定沈下量が大きい結果となっている。 

 防災点検データから、評価点数を上げている主な要因を抽出すると、「集水地形であ

る」、「基礎地盤がかなり軟弱である」、「地下水位が高い」、「変状が認められる」

という点が上げられる。 

 次に3地点を地形分類図上にプロットしたものを、図4－10に示す。図幅ではF009地点

とF012地点は谷底平野と丘陵地の境界付近に位置しており、F013地点は砂礫段丘と谷底

平野の境界付近に位置している。道路防災点検データでは3地点とも傾斜地にある事か

ら、盛土は谷底平野を埋める形であると考えられる。 

以上から 3 地点の盛土は原地盤の谷底平野が液状化する可能性は低いと考えられる。 
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表 4－13 沈下量推定結果および道路防災点検のデータ一覧(一関～平泉付近の 3 地点) 

 

 地点番号 F009 F012 F013 

 

  

F013 

F012 

F009 

 

図4－10 盛土位置の地形区分(一関～平泉付近の3地点) 
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